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移住者特集

もせうしで暮らす人たちもせうしで暮らす人たち

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

進
む
地
方
か
ら
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
契
機
に
新

た
な
転
換
期
を
迎
え
、
全
国
的

に
人
口
密
度
の
低
い
「
地
方
移

住
」
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
（
東
京
都
）

が
２
０
２
３
年
12
月
に
公
表
し

た
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計

人
口
」
に
よ
る
と
、
空
知
管
内

24
市
町
の
総
人
口
は
２
０
２
０

年
か
ら
２
０
５
０
年
の
30
年
間

で
、
ほ
ぼ
半
分
に
ま
で
減
少
す

る
見
通
し
で
す
。

　

妹
背
牛
町
に
お
い
て
も
、
他

の
自
治
体
と
同
様
に
人
口
減
少

が
深
刻
で
、
20
年
に
２
６
９
３

人
い
た
人
口
は
50
年
に
９
８
８

人
ま
で
減
り
、
減
少
率
は
63
・

３
％
に
上
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
移
住
者
特
集
で
は
、

妹
背
牛
町
に
移
り
住
ん
で
３
年

以
内
の
方
を
対
象
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
。
移
住
の
き
っ

か
け
や
住
み
心
地
、
利
用
し
や

す
か
っ
た
町
の
移
住
・
定
住
支

援
事
業
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

妹
背
牛
に
住
み
慣
れ
た
地
元

の
方
た
ち
に
と
っ
て
は
何
気
な

い
日
常
も
、
移
住
さ
れ
た
方
た

ち
に
は
魅
力
の
一
つ
に
な
る
こ

と
も
。
そ
の
新
鮮
な
視
点
を
生

か
し
て
妹
背
牛
の
新
し
い
魅
力

を
発
掘
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。
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2023年3月に移住した福岡慎太郎さん。
YOSAKOI チーム「もせうしRIMUSE」
では、旗振りを担当しています。

６月９日、札幌・大通公園パレード会場６月９日、札幌・大通公園パレード会場
第 33回 YOSAKOI ソーラン祭り第 33回 YOSAKOI ソーラン祭り

移住
　　×
　　　演舞

　

大
衆
の
視
線
を
集
め
た
本
番
。
６
月
９

日
は
ス
テ
ー
ジ
と
パ
レ
ー
ド
の
計
５
回

の
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
曲
調
や
会
場

の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
、
旗
の
振
り
方
は

毎
回
ア
ド
リ
ブ
。
演
舞
が
終
わ
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
緒
に
ヨ
サ
コ
イ
を
楽
し
む
娘
は
、
JR

函
館
本
線
を
利
用
し
て
滝
川
市
内
の
高

校
に
通
う
２
年
生
で
す
。

　
「
電
車
通
学
は
も
ち
ろ
ん
、
家
具
・
家

電
量
販
店
へ
の
買
い
物
も
車
で
１
時
間

以
内
の
距
離
」
と
、
妹
背
牛
町
の
住
み
や

す
さ
の
一
つ
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

を
挙
げ
る
福
岡
さ
ん
。「
交
通
の
便
が
良

い
の
で
、
若
い
子
育
て
世
代
に
た
く
さ
ん

住
ん
で
も
ら
え
る
町
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
、
話
し
て
い
ま
す
。

昨
年
３
月
に
近
隣
町
か
ら
妹
背
牛

町
に
移
住
し
た
福
岡
慎
太
郎
さ

ん
は
、
北
空
知
近
郊
の
ヨ
サ
コ
イ
チ
ー

ム
「
も
せ
う
し
R
I
M
U
S
E
（
り
む

せ
）」
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

今
年
も
旗
振
り
役
を
担
い
、
札
幌
市
・

大
通
公
園
周
辺
で
６
月
上
旬
に
開
催
さ

れ
た
「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
」
の
会
場
で
踊
り
子
た
ち
の
演
舞
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

り
む
せ
は
、
北
空
知
唯
一
の
ヨ
サ
コ

イ
チ
ー
ム
。
福
岡
さ
ん
は
「
会
話
の
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
、
地
域
の
人
た
ち
と

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
別
の

イ
ベ
ン
ト
で
共
演
し
た
『
も
せ
う
し
こ

が
ね
太
鼓
』
の
皆
さ
ん
と
も
仲
良
く
な

れ
ま
し
た
」
と
、
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。
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移住
　　×
　　　仕事

2024 年 2 月に移住した
市川梨花さん。職場の先
輩にパソコン操作を教え
てもらいながら、デスク
ワークに奮闘中。

移住
　　×
　　　健康

坂井さんは 2023 年６月に帰郷。健康の秘訣は、
毎週のサーキットトレーニングで知り合った友人
と体を動かすことです。

　

職
場
を
離
れ
る
と
、
愛
犬
と
の
散

歩
が
楽
し
み
。
オ
ス
の
マ
ル
チ
ー
ズ

「
ポ
ル
テ
」（
３
歳
）
を
連
れ
て
い
く
、

自
宅
近
く
の
散
歩
コ
ー
ス
が
妹
背
牛

町
内
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
で
、

「
元
気
い
っ
ぱ
い
な
ポ
ル
テ
が
ス
ト
レ

ス
な
く
散
歩
で
き
る
環
境
が
い
い
で

す
ね
」
と
、
広
々
と
し
た
道
を
20
分

か
け
て
歩
く
こ
と
が
日
課
で
す

　

市
川
さ
ん
は
「
空
気
も
お
米
も
お

い
し
い
」
と
い
う
妹
背
牛
町
で
の
新

生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

動
物
が
好
き
な
市
川
梨り

ん
か花

さ
ん

（
埼
玉
県
所
沢
市
出
身
）
は

酪
農
学
園
大
（
江
別
市
）
へ
の
進
学

を
機
に
、
北
海
道
で
の
生
活
を
始
め

ま
し
た
。
卒
業
後
は
JA
北
い
ぶ
き
妹

背
牛
支
所
に
就
職
し
、
妹
背
牛
町
へ

移
住
。
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が

る
妹
背
牛
で
の
生
活
に
「
静
か
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
」
と
、
印
象
を
語

り
ま
す
。

　

米
穀
農
産
課
兼
花
卉
蔬
菜
課
に
配

属
さ
れ
た
市
川
さ
ん
の
主
な
仕
事
は
、

経
理
事
務
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
。「
一
日

で
も
早
く
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
て
、

優
し
い
先
輩
た
ち
の
よ
う
な
JA
職
員

に
成
長
し
た
い
で
す
」
と
、
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

愛犬との散歩コースが
お気に入りスポット

　転勤族だった夫・晃二さんと結婚し、札幌市、新
潟県、東京都に移り住みました。「妹背牛は公園が
少ない印象。お店が減って寂しいけれど、ゆったり
とした感じが住みやすいですね」と話しています。
　引っ越し費用を支援する町の助成金で、北海道の
冬に欠かせないストーブを購入。冬場の運動不足や
健康に配慮し、保健センターで開かれている「サー
キットトレーニング」に通い始めました。
　「無理なく運動ができる」と、毎週のサーキット
トレーニングに参加していると、新しい友人との会
話を楽しむ時間も増えました。
　移住した当初、地元に残っていた友人と町民の方
に温かく迎え入れてもらったことに「とてもうれし
かったです」と、感謝しています。

妹 背牛町出身の坂井美津代さんは昨年６月、住んでいた東京都から妹
背牛町に帰ってきました。20 歳で故郷を離れてから 50 年ぶりの

帰郷。稲苗が青々と育つ景色に「やっぱり、妹背牛は田んぼ。あ～帰って
きたなぁ～」と懐かしさを覚えたそうです。
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移住
　　×
　　　育児

　

結
婚
・
出
産
に
伴
い
、
町
か
ら
支
給
さ
れ
た

助
成
金
の
使
い
道
は
、
冬
場
の
灯
油
代
に
充
て

た
と
い
う
梨
乃
さ
ん
。「
物
価
が
高
騰
し
て
い

た
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」
と
、
振
り

返
り
ま
す
。

　

新
鮮
な
野
菜
が
収
穫
さ
れ
る
こ
の
季
節
は
、

農
産
物
直
売
所
「
S
U
N
工
房
あ
ぜ
み
ち
」
で

地
場
産
品
を
買
い
求
め
る
機
会
が
増
え
る
と
い

い
、
中
川
さ
ん
一
家
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
卓
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
の
お
得
な
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
も

参
加
し
て
い
る
と
い
う
中
川
さ
ん
夫
妻
。
休
日

子
育
て
に
奮
闘
す
る
中
川
梨
乃
さ
ん
は

３
歳
の
男
の
子
と
生
後
８
カ
月
（
取

材
当
時
）
の
女
の
子
を
育
て
る
２
児
の
母
親
で

す
。
深
川
市
内
の
会
社
で
働
く
夫
・
恭
一
郎
さ

ん
と
現
在
の
家
に
移
り
住
ん
で
、
も
う
す
ぐ
１

年
。
家
族
４
人
で
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

保
育
料
の
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
手

厚
い
妹
背
牛
町
に
つ
い
て
、
梨
乃
さ
ん
は
「
ふ

だ
ん
の
食
費
や
洋
服
代
を
除
い
て
、
幼
い
子
の

教
育
に
ほ
と
ん
ど
お
金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
が

魅
力
で
す
ね
」
と
、
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

妹背牛町の移住希望者向けの助成金

事業名 引越し費用支援 民間賃貸住宅家賃支援 移住体験等支援

対象
町内に住宅を購入、もしく
は賃貸住宅に入居するた
めに町外から転入した方。

町内の家賃が月 35,000 円以上
である民間賃貸住宅に入居して
いる方。

本町へ移住を検討しているもしくはテ
レワークを行う方で、事業の対象期間
中に７日間以上 14 日間以内で体験など
を行い、妹背牛温泉隣のムービンング
ハウスに宿泊する方。　

内容

世帯構成別で下記金額の
商品券を交付。
単身世帯　　５万円
夫婦等世帯　８万円
子育て世帯　１０万円

単身世帯　　月額 6,000 円
夫婦等世帯　月額 8,000 円
子育て世帯　月額 10,000 円
最大 36 か月分の商品券を交付。
申請時期：1/10 ～ 2 月末日

1 泊 3,000 円の助成（対象期間は７月

から８月及び 12 月から１月の４ヶ月間

以外の月）。

は
、夫
婦
で「
食
事
処 

紀
州
」や「
炭

焼
き 

杜
」
な
ど
に
足
を
運
び
、
食

事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

恭
一
郎
さ
ん
の
お
気
に
入
り
は
、

妹
背
牛
の
夏
を
彩
る
「
町
民
ま
つ

り
」
や
、
食
べ
歩
き
を
楽
し
む
「
遊

歩
市
」
な
ど
温
か
い
雰
囲
気
の
祭

り
。「
サ
ウ
ナ
が
好
き
な
の
で
、
子

ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
ら
一
緒
に

ぺ
ぺ
ル
に
行
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
一
家
は
妹
背
牛
に
住

ん
で
家
族
が
増
え
、
に
ぎ
や
か
で

有
意
義
な
妹
背
牛
ラ
イ
フ
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

遊水公園うらら内の複合遊具で遊ぶ中川さん一家


